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令和５年８月１日実施  

名古屋市立大学大学院医学研究科博士課程入学試験（１回目）  日本人－英語 

 

問題 1 次の文章を読んで、以下の問１〜問５に答えなさい。 

この部分に掲載されている文章に就いては、著作権法上の問題から掲載することがで

きません。 

出典：TED Why don’t poisonous animals poison themselves? – Rebecca D. Tarvin 

 

問 1.  空欄①～④を埋めるのに最も適切な単語を以下の中から一つずつ選び、その記号を

記しなさい。 

ア on     イ off     ウ for     エ as     オ to     カ from     キ so 

①          ②         ③      ④ 

 

問 2.  ホソクビゴミムはなぜ自身が噴射する毒ガスによってやけどを負わないのか。最もふさ

わしいものを以下の選択肢の中から一つ選び、その記号を記しなさい。 

ア 毒への耐性を進化により身につけたから。 
 

イ 体内で高熱の噴射ガスを冷却することが出来るから。 
 

ウ 毒の成分を二つの別々の場所に保管しておき、噴射されるときも混じりあうことがないから。 
 

エ ガスが噴射されるときには器官を硬化させているから。 

 

問 3.  毒ガエルはどうして自分の毒に耐えることが出来るのか。 

 

問 4.  Evolutionary arms race とあるが、どういう意味か。ガータースネークとサラマンダーを例

にとり、説明せよ。 

 

問 5. 被食者と捕食者の関係を表したものとして最もふさわしくないものを以下の中から一つ

選び、その記号を記しなさい。 

ア バッタネズミは遺伝子変異によって被食者であるサソリの猛毒への耐性を身につけた。 

イ サバクツノトカゲは特殊な血漿を持つことによって被食者であるクロナガアリの毒への耐性

を身につけた。 

ウ ウミウシは被食者であるクラゲの毒を別目的に再利用している。 

エ ヒキガエルはホソクビゴミムシの持つ毒への耐性を身につけているのでホソクビゴミムシを

餌としている。  
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令和５年８月１日実施  

名古屋市立大学大学院医学研究科博士課程入学試験（１回目）  日本人－英語 

 

問題 2 次の文章を読んで、以下の問１〜問５に答えなさい。 

この部分に掲載されている文章に就いては、著作権法上の問題から掲載することがで

きません。 

出典： Max Kozlov, Nature magazine on February 2, 2023 

問 1.  本文中で何度か用いられている jabの意味は何か答えなさい。 

 

問 2.  COVID-19 ワクチンをインフルエンザワクチンと同じように実施することが難しい理由は

何か説明しなさい。 

 

問 3.  アメリカ合衆国での COVID-19 流行において、1 年のうちで患者数が最も多かった季

節はいつか。 

 

問 4.  アメリカ合衆国で冬に流行する COVID-19以外の感染症を 2つ述べよ。 

 

問 5.  Bill Falstich は“Not necessarily.”と答えたが、その具体的な意味は何か。 

 

 

https://www.scientificamerican.com/author/nature-magazine/

